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研究成果の概要（和文）：本研究は、「視点変換体験」（ビデオカメラとヘッドマウント・ディスプレイを用い
て通常とは異なる視点から自己の身体を知覚する体験）と称する体験について記述し、得られたデータに基づい
て自己意識と他者理解の理論モデルを構築することを目的として始まったものである。体験プログラムを作成し
て8名にインタビューを実施したところ、視点変換体験が日常的な自己の様式を変容させ、身体外部の視点に同
一化する自己と、体性感覚に同一化する自己に、自己意識を分裂させうることが判明した。他者の視点から自己
を見る経験は日常生活でも想像上で生起しているが、これが知覚的に生起すると、自己の空間的分裂または拡張
を促進すると考えられる。

研究成果の概要（英文）：This project aims to propose a theoretical model of self-consciousness and 
social understanding on the basis of qualitative research on “perspective-conversion experience,” 
which is designed for a participant to experience one’s own body through visual perspectives 
located outside of it using video camera and HMD. Analyzing the interview data of eight 
participants, it is suggested that perspective-conversion experience may split the participant’s 
self-awareness into two: (a) the self that is identified with the outer perspective, and (b) the 
self that derives from somatosensory perception. Although we are accustomed to imagine ourselves 
from another person’s perspective in our daily life, visually perceiving our own body from outer 
perspectives could promote the spatial split and/or extension of the self.

研究分野：身体性哲学，現象学的心理学，意識科学

キーワード： 自己意識　身体化された自己　所有感（sense of pwnership)　主体感（sense of agency）　反省的自
己意識　フルボディ錯覚　離人症　現象学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

 1990年代以降、身体性をめぐって現象学と心
の科学（認知科学・心理学・精神医学など）の

接点でさまざまな議論が繰り広げられ、学際的

な研究領域が形成されつつある。「自己」および

「間主観性」は、この領域で最も活発に論じら

れてきたトピックである。 
 本研究を計画した当時、研究代表者（田中）

は、身体性にもとづく間主観性の理論を構想し

つつあった。その知見によると、もっとも基礎

的な社会的理解（他者理解）は、自己と他者が、

互いの行為にともなう意図を直接的に知覚する

ことから始まる。互いの行為の意図を理解しつ

つ、行為と応答行為が同期して重ねられてゆく

過程で、身体的な間主観性が生成し、自己と他

者のあいだで一種の自律性を持つ「あいだ

（in-between）」の時空間が形成される。自律
的に生成する「あいだ」はそれ自体が即興的に

生成する規範的な作用を持ち、自己と他者の行

為を、その外部に両者が存在するときとは異な

るしかたで制御する（Tanaka, 2014, 2015）。 
 この議論をふまえ、しかしそれとは相対的に

独立する研究課題として検討する必要を感じて

いたことがある。それは、身体性にもとづく基

礎的な間主観性を背景としつつ、自己意識や他

者理解がどのように洗練されるのかという主題

である。「あいだ」の議論は、一方で、自己と他

者に共通のメタ・レベルの観点に立って自己を

俯瞰できる心的状態を示唆する。また他方で、

想像力を通じて自己の観点と他者の観点を柔軟

に往復できる心的状態を示唆してもいる。つま

り、身体化された間主観性は、パースペクティ

ヴの問題として考えると、自己をメタ・レベル

でとらえる反省的な自己意識や、他者と視点を

交換することで成立する共感的な他者理解とい

う主題と連続していると思われるのである。 
 以上の背景から、本研究では、課題名称に表

現されている通り「自己意識と他者理解の理論

モデル構築」という研究課題を設定して計画を

作成した。 
 
２．研究の目的 

 前項で述べた通り、本研究の目的は、身体性

とパースペクティヴの問題をめぐって、反省的

な自己意識と共感的な他者理解がどのように生

成するのか、その理論モデルを構想することに

置いた。この点について、やや言葉を補って説

明しておく。 
 一般に、反省という意識作用には「経験の振

り返り」という側面が含まれる。ただし、いま・

ここで生起している身体的行為としての経験に

は、必ずしも反省という意識作用はともなわな

い場合が多い。たとえば、目的地に向かってた

だ歩いているような状態では、歩くという身体

的行為には反省という明示的な意識作用はとも

なっておらず、歩行の意図に応じて身体がほぼ

自動的に動いているような状態に近い。もちろ

んこのような状態でも、歩くという行為を引き

起こしているのは私であるという暗黙の感じ

（主体感，sense of agency）や、歩くという行
為が私の行為として生じているという感じ（所

有感，sense of ownership）はともなっており、
これらが、反省以前の暗黙の自己感（sense of 
self）を支えている（Gallagher, 2000）。 
 ただし、こうした暗黙の自己感が、より明示

的で反省的な自己意識へと生成するには、当初

の身体的経験に対する振り返りを可能にするよ

うな、経験の外部の観点に立つことができなけ

ればならない。日常的な事例では、反省は、過

去の経験に対して時間的に振り返るしかたで生

じるか、あるいは、自己の行為をいわば第三者

の観点から距離を取って俯瞰するしかたで生じ

ているであろう。本研究で着眼したのは後者の

例である。反省という意識作用が、身体的行為

のような直接的経験をその外部の観点から俯瞰

する要素を含むとするなら、それは潜在的には、

他者の観点から自己を俯瞰するという意味でも

ありうる。また、社会的文脈で見た場合、これ

と同じ能力は、他者の観点に立って状況を理解

する視点取得（perspective-taking）において
も必要とされるように思われる。他者理解の過

程において、視点取得がいわゆる共感と密接な

関係にあることは、現象学でも指摘されている

（Fuchs, 2013）。 
 以上のような考察を背景として、本研究では、

身体レベルで生じている直接的経験をその外部

のパースペクティヴから俯瞰する経験が、どの

ようにして反省的な自己意識、および共感的な

他者理解を生じさせる基礎になっているのか、

という問いを立てた。また、身体経験を外部の

パースペクティヴから俯瞰する経験それ自体を

現象学的に記述・解明することで、この問いに

答えることを研究目標とした。 
 
３．研究の方法 

 研究を進める具体的方法として構想したのが

「視点変換体験（ perspective-conversion 
experience）」である。視点変換体験とは、3D
ビデオカメラとヘッドマウント・ディスプレイ

を用いて、身体の外部に設置されたカメラ映像



を通じて自己の身体を視覚的に知覚する経験で

ある。本研究の立案時の予定では、二人一組の

ペアでカメラを交換するセッティングを含めて

体験をデザインすることを検討していたが、技

術的に難しかったため断念した。実際のプログ

ラムは、身体の正面・背面・側面という三箇所

に設置されたカメラから撮影されるライブ映像

をディスプレイ上で観察する体験を中心に構成

した。カメラを交換して他者の観点から自己の

身体を俯瞰するという体験は実際のプログラム

には組み込めなかったため、本研究では社会的

認知の文脈での共感的な他者理解については考

察を進めることができず、反省的な自己意識の

みに特化して研究プログラムを進めることにな

った。 
 体験プログラムの立案段階で、カメラとディ

スプレイを組み合わせて試験的にさまざまな知

覚経験を探索してみたところ、そもそも、通常

では実現できない観点から自己身体を知覚する

経験にともなう違和感（自分の身体を見ている

のではないような感じ）が生じやすいことが明

らかになった。とくに、側面および正面から撮

影された自己身体をディスプレイを通じて知覚

している状態で、かつ、身体を動かしていると

きに、その違和感が最も強くなるように見受け

られた。そこで、体験プログラムとしては、デ

ィスプレイを装着した状態で、(a)正面から撮影
される自己身体の映像を見る、(b)背面から撮影
される自己身体の映像を見る、(c)側面から撮影
される自己身体の映像を見る、という 3パター
ンを用意し、それぞれのアングルについて(x)静
止した状態の身体を見る、(y)動かしている状態
の身体を見る、という 2バージョンを組み合わ
せることにした。 
 なお、理論的に見ると、自分の身体を見てい

るのではないような違和感が生じるということ

自体が、私たちの日常的な自己身体認知につい

て多くのことを示唆している。すなわち、普段

の私たちは、頭部に位置する眼球のアングルか

ら知覚される自己身体の視覚像について、それ

を体性感覚に由来する情報と暗黙に結びつける

ことで、身体経験にまつわる主体感や所有感、

さらには身体的自己を経験しているのであろう、

ということである。この点は、実験心理学的な

検証が進んでいるラバーハンド錯覚（Botvinick 
& Cohen, 1998）や、フルボディ錯覚
（Lenggenhager, 2007; Ehrsson, 2007）との関
連を連想させるものだった。これらはいずれも、

視覚的刺激を利用しながら、自己身体認知に一

時的な錯覚を引き起こす現象として知られてい

るが、パースペクティヴと体性感覚の円滑な統

合（空間的に整合性のあるしかたでの統合）が、

これらの錯覚を引き起こす背景になっていると

推測されるのである。そこで本研究では、自己

意識に特化してプログラムを実施するだけでな

く、これら二つの錯覚と自己身体認知、および

自己意識との関連について理論的研究を進める

ことにした。 
 
４．研究成果 

 助成を受けた研究期間（2015 年度〜2017年
度）の成果をまとめると次のようになる。 
 (1)初年度（2015 年度）は主として、前項で
述べた視点変換体験の具体的な体験プログラム

を作成することに費やした。プログラムの作成

にあたって、カメラとディスプレイを組み合わ

せて、試験的にさまざまな知覚経験を探索する

とともに、デバイスの応用可能性を探った。技

術的な限界を考慮し、社会的認知の文脈はのぞ

いて自己意識に特化して研究を進めることにし

た。また、ラバーハンド錯覚やフルボディ錯覚

など、自己身体認知の錯覚との関連性を視野に

入れて研究を進めることにした。 
 (2)2016年度から 2017年度にかけて、体験プ
ログラム参加者 8名へのインタビューを実施し
た（なお、データの件数を増やすため、助成期

間が終了した今年度も引き続き視点変換体験の

研究は継続している）。インタビューにもとづく

質的研究を重ねる過程で明らかになったのは、

視点変換体験が日常的な自己身体認知に違和感

を生じさせるだけでなく、自己意識そのものに

も一種の分裂を生じさせるということだった。

より具体的には、次の通りである。 
(a)正面から自己映像を見る場合、鏡を見ると
きのように、自己の身体を見ているという感

じは生じやすいが、身体を動かすとこの感じ

はいちど消失する。右手を動かすと映像では

向かって左側の腕が動くことになるため、一

見したところ自分で動かしているという自

然な感じがともなわないのである。つまり、

参加者は主体感とともに身体を動かしてい

るが、ディスプレイに映る身体の視覚像は体

性感覚と空間的に一致しないため、他者の身

体を観察しているような感じをともないや

すい。動きとともに経験されている身体を

「体性感覚的身体」、ディスプレイに映る身

体の視覚像を「視覚的身体」と呼ぶとすると、

この状態では、主体感が体性感覚的身体の側

のみに限定されやすい。所有感については、

日常的に経験される暗黙的な所有感が消失



し、視覚的身体と体性感覚的身体との対応関

係が認知されると、明示的なレベルで回復す

るようである。動きを繰り返して視覚的フィ

ードバックを何度も確認するうちに「自分の

身体である」という感じが視覚的身体の側に

も戻ってくるということであろう。だとする

と、きわめて短い時間（体験プログラムは各

バージョン約 2分）に、学習を通じた所有感
の再編が生じている可能性がある。 
(b)側面および背面から自己映像を見る場合、
自分を見ているという感じが最初は生じな

い。時間の経過とともに映像の細部（体型や

衣服や髪型など）の知覚が鮮明になるにつれ

て、自分を見ているという明示的な気づきが

生じてくる。正面と比較して興味深いのは、

側面や背面の場合は、自分を見ているという

気づきとともに、しばしば「他人から見ると

普段の自分はこのように見えている」という

了解が生じることである。正面映像の場合は、

鏡を見る経験と同じアングルを共有できる

が、側面および背面の場合は、日常生活のな

かで経験できない観点からの知覚である。そ

のことが影響しているように思われるが、カ

メラ位置から表象された視覚的身体を経験

することは、潜在的な他者の観点から自己の

身体を見る経験として構成されるようであ

る。この点は、もともと身体イメージが構成

される段階で「他人から見た自分」が反映さ

れているという理論的考察を裏づけている

ように思われる（田中, 2017）。ところで以上
の考察は、身体的経験にともなう所有感が、

身体運動を支える身体図式のレベルに由来

するものと、身体イメージのレベルに由来す

るもの、二つの種類に区別できるということ

を示唆している（Ataria, 2018） 
(c)自己映像を見つつ身体を動かす場合、以上
の知覚経験の質は変化する。とくに背面から

自己映像を見ながら身体を動かす場合、体性

感覚的身体を動かす自己の意図に同期して、

かつ、左右が一致した状態でディスプレイに

映る視覚的身体も同時に動くため、どちらの

身体にも主体感が生じてくる。背面映像では、

右手を動かすと視覚的身体の右側が、左手を

動かすと視覚的身体の左側が動く。そのため、

主体感は視覚的身体へと自然に拡張する。興

味深いのは、この状態では、自己意識に一種

の分裂もしくは拡張が生じるということで

ある。この経験を正確に言葉にするのは難し

いようである。インタビューでも、「自分を

見ているのに別人を見ているようだ」「動い

ている自分の後ろ姿が見えるはずがないの

になぜ見えるのか」「思わず手を伸ばして、

物に触れることで自分のいる場所を確認し

たくなった」等のさまざまな発言が聞かれた。

共通しているのは、おそらく、自己位置感覚

（sense of self-location）が変化して、体性感
覚的身体にも視覚的身体にも、一時的に自己

位置感覚が生じているということである。簡

単に言うと、「ここにもそこにも自分がいる」

という感じを参加者は経験しているように

見える。体性感覚的身体にも視覚的身体にも

主体感が生じることに付随して、自己意識が

空間的に分裂して感じられるのであろう。 
 (3)最終年度（2017 年度）は、以上の分析を
踏まえて理論的考察を進めた。代表者が着目し

たのは、上記(c)で記述した自己位置感覚の分裂
である。この経験は、一方で、フルボディ錯覚

で経験される擬似的な体外離脱に類似するよう

に思われる。また他方で、精神疾患の一種であ

る離人症の当事者がしばしば報告する「自己が

身体から遊離した状態」にも類似しているよう

に思われた。別件であるが、代表者は 2016 年
度から 2017 年度にかけて、科研費の国際共同
研究加速基金の助成を受けて離人症の身体経験

について国外（ハイデルベルク大学）で研究を

進めていたこともあり、2017年度には、本計画
での研究成果との融合を念頭において、フルボ

ディ錯覚の身体経験、離人症における身体経験

について、その経験の詳細を現象学的な観点か

ら分析する作業を進めた。その成果はまもなく

「What is it like to be disconnected from the 
body?」と題する論文として、Journal of 
Consciousness Studies 誌に掲載される予定で
ある。主な論点は次の通りである。フルボディ

錯覚においても離人症においても、あたかも観

察する自己が体性感覚から遊離して、自己意識

そのものが身体外部へと離脱するかのような語

られ方が従来なされてきたが、現象学的に見る

とそれは不正確である。正確には、観察するパ

ースペクティヴに同一化した自己と体性感覚に

由来する自己、二つの異なる位置感覚をともな

う状態へと自己が分裂または拡張する経験とし

て理解する必要がある。フルボディ錯覚の場合

には、観察するパースペクティヴの側に自己位

置感覚が強まる場合（Ehrsson, 2007）と、体
性感覚の錯覚をともなう仮想身体の側に自己位

置感覚が強まる場合（Lenggenhager, 2007）が
あるが、一方を消去して他方を残すことは原理

上不可能であり、自己位置感覚の複数化として

理解し直す必要がある。離人症では、全般的な



感情の鈍磨が進行する過程で体性感覚（とくに

内受容感覚）に由来する自己感が減弱するとと

もに、観察するパースペクティヴへの自己の同

一化が進行する。そのため、鮮明な感情ととも

に生きている実感を得ること自体が難しくなる

ものの、生活に必要な身体運動は実行可能な状

態にとどまるため、最低限の主体感が必ず身体

には残される。その点で、やはり自己位置感覚

は「観察する自己」と「行為する自己」へと分

裂している状態として理解する必要がある。今

後の研究においては、身体的自己意識を、視覚

的パースペクティヴ、体性感覚、自己位置感覚、

という三つの要因に区別して理解する必要があ

ると思われる。 
 反省的自己意識との関連で以上の成果をまと

めると次のようになる。「反省」という経験を支

える身体的経験の起源は自己身体を俯瞰するパ

ースペクティヴにあり、そのパースペクティヴ

は多分に視覚的要素に影響されている。この視

覚的パースペクティヴは、ビデオカメラのよう

な視覚的装置を利用して外在化させることが可

能であり、自己位置感覚との関係で、自己意識

を空間的に分裂・拡張させるしかたで応用する

ことが可能である。今後、自己位置感覚につい

て現象学的に解明すると同時に、それを実験的

な方法で検証していくことが重要な研究課題と

なるであろう。技術的には、ヴァーチャル・リ

アリティとの関連で、この点についての応用的

研究をさらに詳細に進めていく必要がある。 
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